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年頭のご挨拶
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低コスト作業システム推進のための列状間伐現地検討会を開催

森林整備部 資源活用課



新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶

を
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
御
嶽
山
の

噴
火
や
長
野
県
に
お
け
る
震
度
六
弱
の
地

震
発
生
、
広
島
県
に
お
け
る
過
去
に
類
を

見
な
い
異
常
豪
雨
に
よ
る
甚
大
な
山
地
災

害
の
発
生
な
ど
、
自
然
災
害
の
脅
威
を
改

め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し

た
。関

東
地
方
に
お
き
ま
し
て
も
、
関
東
森

林
管
理
局
が
所
在
す
る
前
橋
市
に
お
い
て

観
測
史
上
最
高
と
な
る
七
三
セ
ン
チ
の
積

雪
を
観
測
す
る
な
ど
記
録
的
な
大
雪
に
よ

り
市
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
も
た
ら
し

た
ほ
か
、
栃
木
県
を
中
心
に
、
雪
の
重
み

に
よ
り
倒
木
・
折
損
木
が
発
生
す
る
な
ど

林
業
・
木
材
産
業
に
も
大
き
な
被
害
が
生

じ
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
方
々
及
び
関
係
者
の
皆
様

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
関
東
森
林
管
理
局
と
し
て
、
治
山

事
業
及
び
森
林
整
備
事
業
の
計
画
的
な
推

進
に
よ
り
安
全
な
国
土
づ
く
り
・
緑
の
国

土
強
靭
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を
新

た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を
め

ぐ
る
情
勢
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
人
工
林

の
多
く
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
お

り
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現
さ
せ
る

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
林
野
庁
に
お
き
ま
し
て
は
、

新
た
な
木
材
需
要
の
創
出
に
向
け
、
中
高

層
建
築
等
で
の
利
用
が
期
待
さ
れ
る
Ｃ
Ｌ

Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
な
ど
、
新
た
な
製
品
・

技
術
の
開
発
・
普
及
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
公
共
建
築
物
等
へ
の
地
域
材
利
用
の

促
進
、
需
用
者
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し

た
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
を
進

め
る
ほ
か
、
シ
カ
の
食
害
等
、
野
生
鳥
獣

被
害
へ
の
効
果
的
・
効
率
的
な
対
策
の
推

進
等
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。関

東
森
林
管
理
局
に
お
き
ま
し
て
も
、

国
産
材
の
安
定
供
給
に
向
け
シ
ス
テ
ム
販

売
の
効
果
的
な
活
用
を
進
め
る
と
と
も
に
、

森
林
吸
収
源
対
策
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

間
伐
に
加
え
、
主
伐
・
再
造
林
に
よ
る
森

林
の
若
返
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
、
国
有
林
野
事
業
が
特

別
会
計
か
ら
一
般
会
計
に
移
行
し
て
三
年

目
を
迎
え
ま
す
が
、
昨
年
十
月
に
群
馬
森

林
管
理
署
に
お
い
て
初
め
て
民
有
林
と
の

間
で
締
結
し
た
林
産
物
安
定
供
給
シ
ス
テ

ム
協
定
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
森
林

共
同
施
業
団
地
の
設
定
等
を
通
じ
た
施
業

集
約
化
や
伐
採
・
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス

テ
ム
や
コ
ン
テ
ナ
苗
を
活
用
し
た
低
コ
ス

ト
造
林
な
ど
の
新
た
な
技
術
の
導
入
を
通

じ
て
、
国
民
の
森
林
、
地
域
の
国
有
林
と

し
て
、
森
林
・
林
業
全
体
の
再
生
に
貢
献

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
三
月
に
は
東
日
本
大
震

災
の
発
生
か
ら
四
年
を
迎
え
ま
す
が
、
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
伴
う
避
難
指
示
の
一
部
が
解
除
さ
れ
る

な
ど
被
災
地
の
復
興
に
向
け
た
歩
み
が
見

ら
れ
る
も
の
の
、
林
業
・
木
材
産
業
に
関

し
ま
し
て
は
、
福
島
県
を
中
心
と
し
て
深

刻
な
影
響
が
今
な
お
続
い
て
お
り
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

関
係
自
治
体
等
と
連
携
し
、
ふ
く
し
ま
森

林
再
生
事
業
を
は
じ
め
、
国
有
林
の
除
染

や
被
災
し
た
海
岸
防
災
林
の
整
備
な
ど
を

通
じ
て
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

多
岐
に
わ
た
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
国

有
林
を
、
今
後
と
も
国
民
共
通
の
財
産
と

し
て
適
切
に
管
理
し
、
国
民
の
皆
様
か
ら

の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
自
治

体
、
関
係
者
等
と
連
携
を
密
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
着
実
に
取
組
を
進
展
さ

せ
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
、
林
業
・
木
材
産
業
に
と
っ
て
、

成
長
産
業
化
に
向
け
た
飛
躍
の
年
と
な
り

ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成２７年１月１ 日 関 東 森 林 管 理 局 第１３０号（２）

年
頭
の
ご
挨
拶



【
背
景
】

森
林
・
林
業
の
再
生
及
び
持
続
的
な
森

林
経
営
の
推
進
を
図
る
た
め
に
は
、
作
業

コ
ス
ト
の
削
減
に
よ
る
採
算
性
の
向
上
が

不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
に
お
い
て
は
、
平
成

25
年
度
か
ら
低
コ
ス
ト
造
林
技
術
の
開
発

を
目
的
と
し
て
、
コ
ン
テ
ナ
苗
を
活
用
し
、

丸
太
の
生
産
か
ら
造
林
作
業
ま
で
を
一
体

的
に
行
う
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
実
証
試

験
を
茨
城
森
林
管
理
署
管
内
に
お
い
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
急
傾
斜
地
で
の
一
貫
作
業
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
取
組
は
進
ん
で
い
な
い
こ

と
か
ら
、
平
成
26
年
10
月
28
日
、
天
竜
森

林
管
理
署
管
内
に
お
い
て
、
架
線
系
高
性

能
林
業
機
械
を
用
い
た
「
一
貫
作
業
シ
ス

テ
ム
」
に
よ
る
実
証
試
験
を
、
全
国
に
先

駆
け
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
林
業
関
係
者

の
関
心
も
高
く
、
静
岡
県
・
市
町
村
職
員

を
は
じ
め
、
地
元
林
業
事
業
体
約
２
７
０

名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

【
現
地
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
】

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
会
場
と
な
っ

た
瀬
尻
国
有
林
は
「
日
本
三
大
人
工
美
林
」

の
一
つ
で
あ
る
天
竜
美
林
と
し
て
有
名
で

す
が
、
急
峻
な
地
形
と
脆
弱
な
地
盤
を
抱

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
作
業
路
網
の
整
備

な
ど
に
は
限
界
が
あ
り
、
伐
採
搬
出
等
の

経
費
削
減
が
で
き
な
い
地
域
で
も
あ
り
ま

す
。そ

こ
で
、
設
定
し
た
主
伐
区
域
に
お
い

て
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
と
自
走
式
搬
器
を
用
い

て
集
材
を
行
い
、
材
を
降
ろ
し
た
後
の
搬

器
で
コ
ン
テ
ナ
苗
を
山
に
運
び
入
れ
、
植

栽
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
全
木
搬
出
に
伴
い
発
生
し
た
枝

条
の
処
理
に
は
、
自
走
式
の
破
砕
機
を
用

い
て
、
チ
ッ
プ
の
生
産
試
験
も
実
施
し
ま

し
た
。

架
線
系
一
貫
作
業
の
流
れ
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
立
木
の
伐
採

②
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
、
オ
ー
ト
チ
ョ
ー
カ
ー
、

自
走
式
搬
器
に
よ
る
集
材

③
山
へ
戻
る
搬
器
に
よ
る
コ
ン
テ
ナ
苗
の

運
搬
、
植
栽

④
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ
る
枝
払
・
造
材

⑤
グ
ラ
ッ
プ
ル
に
よ
る
積
込
・
巻
立

⑥
土
場
に
集
積
さ
れ
た
枝
条
を
自
走
式
破

砕
機
に
よ
り
チ
ッ
プ
化

ま
た
、
架
線
の
張
替
え
や
中
間
サ
ポ
ー

ト
を
用
い
た
搬
出
を
行
い
、
効
率
性
や
作

業
功
程
の
比
較
、
伐
区
全
体
の
生
産
性
の

検
証
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
試
験
地
域
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に

よ
る
食
害
被
害
も
発
生
し
始
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
回
植
栽
し
た
苗
木
に
は
忌
避

剤
を
塗
布
す
る
と
と
も
に
、
試
験
地
周
辺

に
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置
し
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
行
い
な
が
ら
効
率
的
な
シ
カ
の
個

体
数
管
理
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

【
低
コ
ス
ト
造
林
技
術
向
上
の
た
め
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
終
了
後
、
地

元
の
文
化
会
館
に
お
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
の
詳
細
、
コ
ン
テ
ナ
苗

の
現
状
や
課
題
、
シ
カ
管
理
に
つ
い
て
の

三
つ
の
基
調
講
演
に
続
き
「
再
造
林
コ
ス

ト
の
低
減
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
「
架
線
技
術
の
継
承
が
必

要
」
「
再
造
林
に
は
シ
カ
対
策
が
必
要
」

等
の
意
見
が
あ
り
、
人
材
育
成
や
シ
カ
対

策
、
造
林
作
業
の
低
コ
ス
ト
化
が
民
国
共

通
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
こ
の
よ
う
な
実
証
試
験
等

を
行
い
「
現
地
で
使
え
る
」
低
コ
ス
ト
化

技
術
へ
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（３）平成２７年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１３０号

コ
ン
テ
ナ
苗
を
活
用
し
た

「
架
線
系
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
実
証
試
験
」
現
地
検
討
会
を
開
催

天
竜
森
林
管
理
署

タワーヤーダ、自走式搬器による搬出

自走式搬器による苗木の運搬

シンポジウムの模様



11
月
18
日
・
19
日
に
茨
城
森
林
管
理
署

管
内
に
お
い
て
周
辺
森
林
管
理
署
及
び
関

係
請
負
事
業
体
等
の
参
加
の
も
と
「
列
状

間
伐
現
地
検
討
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
福
島
森
林
管
理
署
白
河
支

署
管
内
に
お
い
て
列
状
間
伐
を
中
心
と
し

た
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
の
普
及
・
定

着
に
向
け
検
討
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
依
然
と
し
て
列
状
間
伐
の
実
施
率

に
、
地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
差
異
が
生
じ

て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度

は
、
列
状
間
伐
の
実
施
率
の
高
い
茨
城
森

林
管
理
署
で
列
状
間
伐
施
業
を
実
施
し
た

事
業
地
に
つ
い
て
参
加
者
全
員
で
検
証
し

ま
し
た
。

18
日
は
、
茨
城
県
常
陸
太
田
市
の
国
有

林
に
お
い
て
、
総
勢
90
名
（
事
業
体
関
係

者
40
名
、
局
署
職
員
50
名
）
に
よ
り
施
業

形
態
の
異
な
る
２
箇
所
を
踏
査
し
な
が
ら

の
意
見
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
寺
川
森
林
整
備
部
長

よ
り
「
列
状
間
伐
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
実
効
の
伴
う
低
コ
ス
ト
作
業
の
推
進

及
び
林
業
労
働
安
全
の
確
保
に
期
待
す
る
」

旨
の
挨
拶
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
施
業
を
実
際
に
実
施
し
た
（
有
）

佐
川
運
送
専
務
よ
り
、
施
業
の
特
徴
や
効

率
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
か

ら
は
「
生
産
性
が
ど
の
く
ら
い
向
上
し
た

の
か
」
「
か
か
り
木
の
発
生
の
頻
度
は
ど

う
で
あ
っ
た
か
」
「
次
回
の
間
伐
の
手
法

は
ど
う
す
る
の
か
」
等
々
の
質
問
や
意
見

が
出
さ
れ
参
加
者
間
で
列
状
間
伐
へ
の
理

解
を
深
め
、
情
報
の
共
有
化
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

19
日
は
、
茨
城
森
林
管
理
署
会
議
室
に

お
い
て
、
渡
邉
間
伐
推
進
担
当
企
画
官
よ

り
、
森
林
林
業
の
現
状
を
踏
ま
え
た
高
効

率
で
低
コ
ス
ト
な
作
業
シ
ス
テ
ム
を
推
進

す
る
観
点
か
ら
み
た
列
状
間
伐
の
必
要
性

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
「
列

状
間
伐
の
実
施
率
を
高
め
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
」
と
い
う
課
題
に
対
し
て
、

茨
城
署
か
ら
収
穫
調
査
実
施
手
法
の
紹
介

が
あ
り
、
定
性
間
伐
が
主
体
の
参
加
署
か

ら
も
列
状
間
伐
の
施
業
に
つ
い
て
質
問
や

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

「
間
伐
効
果
」
「
風
雪
害
の
多
い
林
地
」

及
び
「
収
穫
調
査
手
法
」
等
に
つ
い
て
も

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

閉
会
に
あ
た
り
、
岩
井
資
源
活
用
課
長

よ
り
「
列
状
間
伐
は
低
コ
ス
ト
高
効
率
な

作
業
シ
ス
テ
ム
が
導
入
で
き
る
間
伐
方
法

で
あ
る
と
と
も
に
、
伐
倒
に
よ
る
か
か
り

木
の
発
生
が
少
な
く
、
事
業
体
の
労
働
安

全
を
図
る
う
え
で
も
有
効
と
考
え
る
。
事

業
の
発
注
者
と
し
て
当
検
討
会
を
通
じ
列

状
間
伐
を
取
り
入
れ
た
事
業
が
よ
り
多
く

発
注
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
す
る
」
と
の
挨

拶
が
あ
り
、
来
年
度
に
向
け
た
取
組
を
確

認
し
終
了
し
ま
し
た
。
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「
平
成
26
年
度

様
々
な
！
ふ
れ
あ
い
活

動
に
つ
い
て
」

赤
谷
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

（
以
下
「
赤
谷
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
）
で

は
、
三
者
協
定
に
よ
る
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
る
た
め
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
を
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
「
ふ
れ
あ
い

活
動
」
に
つ
い
て
も
数
多
く
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、

参
加
者
の
ニ
ー
ズ
を
収
集
し
な
が
ら
、

「
よ
り
安
全
に
！
よ
り
楽
し
く
！
よ
り
学

べ
る
！
」
提
案
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
主
だ
っ
た
活
動
を
紹
介
致
し

ま
す
。

小
中
校
を
対
象
と
し
た
森
林
環
境
教
育

〇
地
元
の
小
学
校

地
元
の
小
学
校
か
ら
依
頼
を
受
け
、
毎

年
５
、
６
年
生
を
対
象
に
、
身
近
に
生
息

し
て
い
る
動
植
物
や
森
林
と
人
と
の
関
わ

り
や
な
ど
を
知
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
遠

足
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
６
年
生

は
旧
三
国
街
道
で
の
遠
足
時
に
セ
ン
サ
ー

カ
メ
ラ
の
設
置
を
体
験
し
、
事
後
学
習
で

撮
影
し
た
森
の
動
物
た
ち
を
題
材
に
学
ん

で
い
ま
す
。

・
新
治
小
５
年
（
７
月
23
日
）
、
沼
田
北

小
５
年
（
10
月
２
日
）
、
新
治
小
６
年

（
10
月
８
日
、
12
月
２
日
）

延
べ
参
加

者
数
２
０
７
人

〇
千
葉
県
の
中
学
校

高
原
千
葉
村
（
み
な
か
み
町
相
俣
）
に

野
外
体
験
に
来
て
い
る
中
学
２
年
生
を
対

象
に
、
自
然
保
護
・
森
林
保
全
等
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
に
し
た
環
境
教
育
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
森
の
探
検
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
Ｖ
Ｅ

Ｒ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
３
・
４
）
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

・
お
ゆ
み
野
中
（
６
月
27
日
）
、
蘇
我
中

（
９
月
16
日
）
、
打
瀬
中
（
10
月
23
日
）

延
べ
参
加
者
数
59
人

〇
利
根
実
業
高
等
学
校

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
科
森
林
科
学
コ
ー
ス

２
年
生
を
対
象
に
、
自
然
環
境
や
保
護
活

動
に
対
す
る
知
識
を
深
め
、
今
後
の
学
習

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
旧
三
国

街
道
で
の
自
然
・
歴
史
探
索
を
行
う
環
境

教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
11
月
12
日
）
参
加
者
数
20
人

一
般
・
大
学
等
を
対
象
と
し
た
研
修

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
生
物
多
様
性

の
復
元
と
持
続
的
な
地
域
づ
く
り
に
関
す

る
先
進
的
な
取
組
で
あ
る
と
と
も
に
、
国

有
林
の
協
働
管
理
の
モ
デ
ル
で
も
あ
り
ま

す
。
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
れ
ま
で
の

成
果
、
協
働
管
理
の
た
め
ノ
ウ
ハ
ウ
等
に

つ
い
て
、
大
学
生
・
社
会
人
向
け
の
セ
ミ

ナ
ー
に
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

・
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
猛
禽
サ
ー
ク

ル
（
５
月
７
日
）
、
放
送
大
学
面
接
授
業

（
５
月
16
～
17
日
）
新
潟
大
学
農
学
部

生
産
環
境
科
学
科
（
６
月
22
日
）
、
群
馬

県
農
林
大
学
校
森
林
・
環
境
コ
ー
ス
（
10

月
23
日
）
、
東
京
農
工
大
学
大
学
院
農
学

府
国
際
環
境
農
学
専
攻
（
10
月
24
日
）

延
べ
参
加
者
数
１
４
５
人

官
公
庁
研
修
講
師
等

〇
環
境
省
自
然
保
護
官
研
修

環
境
省
環
境
調
査
研
修
所
か
ら
の
依
頼

を
受
け
、
自
然
環
境
行
政
の
現
場
の
最
前

線
で
あ
る
自
然
保
護
管
事
務
所
勤
務
を
既

に
経
験
し
た
自
然
系
技
官
の
職
員
を
対
象

に
「
林
野
行
政
に
見
る
地
域
協
働
～
赤
谷

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
例
に
～
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
三
者
で
講
義

を
行
い
ま
し
た
。
（
11
月
５
日
）

参
加

者
数
23
人

〇
林
野
庁
生
物
多
様
性
保
全
研
修

林
野
庁
森
林
技
術
総
合
研
修
所
の
依
頼

を
受
け
、
地
方
公
共
団
体
及
び
森
林
管
理

局
担
当
職
員
等
を
対
象
に
、
地
域
の
自
然

的
・
社
会
的
状
況
に
応
じ
た
実
効
性
の
あ

る
生
物
多
様
性
保
全
を
図
る
た
め
生
物
多

様
性
保
全
に
精
通
し
た
技
術
者
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
た
研
修
の
講
師
と
し

て
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
を
紹
介
し

ま
し
た
。
（
６
月
25
日
、
11
月
17
～
21
日
）

延
べ
参
加
者
数
30
人
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Ｃ
Ｓ
Ｒ
等
企
業
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供

〇
デ
サ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
in
み
な

か
み
町

み
な
か
み
町
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
の
依

頼
に
よ
り
、
み
な
か
み
町
ま
ち
づ
く
り
交

流
課
と
㈱
デ
サ
ン
ト
SP
統
合
部
キ
ッ
ズ
事

務
局
と
の
共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る

「
デ
サ
ン
ト
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
に

森
林
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
森
の
探
検

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
を
提
供
し
ま
し
た
。

（
７
月
21
日
）
参
加
者
数
50
人

地
域
と
連
携
し
た
自
然
観
察
会
の
開
催

〇
赤
谷
の
森
自
然
散
策
（
年
３
回
）

群
馬
、
新
潟
の
県
境
に
あ
る
旧
三
国
街

道
等
に
お
い
て
、
赤
谷
セ
ン
タ
ー
・
み
な

か
み
町
観
光
課
の
共
催
で
、
赤
谷
の
森
の

自
然
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
学
べ
る
機
会

と
し
て
、
年
３
回
「
赤
谷
の
森
自
然
散
策
」

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
猿
ヶ

京
温
泉
に
あ
る
「
民
話
と
紙
芝
居
の
家
」

の
コ
ラ
ボ
企
画
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
（
５
月
24
日
）
、
第
２
回
（
10
月

25
日
）
、
第
３
回
（
平
成
27
年
２
月
11
日

予
定
）

延
べ
参
加
者
数

71
人

地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
画

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
で
あ
る
持

続
的
な
地
域
づ
く
り
の
達
成
に
向
け
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
を
わ
か
り
や
す
く

伝
え
る
機
会
と
し
て
、
地
域
行
事
等
へ
積

極
的
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー

ス
で
は
、
自
然
等
に
関
心
や
親
し
み
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
入
口
と
し
て
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
等
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
い
ま
す
。

・
あ
か
ぎ
南
ろ
く
桜
フ
ェ
ス
タ
（
４
月
12

日
）
体
験
者
数
56
人

・
敷
島
公
園
祭
り
（
４
月
29
日
）
体
験
者

数
３
３
２
人

・
ホ
タ
ル
が
生
息
す
る
環
境
づ
く
り
体
験

教
室
（
７
月
５
日
）
体
験
者
数
40
人

・
赤
谷
湖
上
花
火
大
会
（
８
月
23
日
）
体

験
者
数
１
３
５
人

・
群
馬
県
21
世
紀
の
森
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
８
月
24
日
）
体
験
者
数
88
人

・
放
送
大
学
学
園
祭
（
９
月
20
日
）
体
験

者
数
38
人

・
み
な
か
み
コ
コ
イ
ラ
２
０
１
４
（
８
月

25
日
、
９
月
27
日
、
10
月
15
日
）
延
べ
体

験
者
数
30
人

・
た
く
み
の
里
秋
の
花
ま
つ
り
（
11
月
２

日
）
体
験
者
数
45
人

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
ぬ
ま
た
（
12

月
７
日
）
体
験
者
数
73
人

そ
の
他

〇
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
（
マ
ツ
の

コ
デ
ラ
ッ
ク
ス
豪
華
版
！
）

み
な
か
み
コ
コ
イ
ラ
２
０
１
４
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
マ
ツ
の
コ
デ
ラ
ッ
ク
ス
豪
華
版
！
」

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
沼
田
市
で
も
開
催

し
て
ほ
し
い
と
の
一
般
の
方
か
ら
の
要
望

を
受
け
、
赤
谷
セ
ン
タ
ー
の
自
主
企
画
と

し
て
開
催
し
ま
し
た
。
（
11
月
24
日
）
体

験
者
数
15
人

〇
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
の
普
及

地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
相
談

を
受
け
、
平
成
24
年
度
に

大
人
も
子
供
も
気
軽
に
楽

し
め
る
環
境
教
育
教
材
と

し
て
、
「
空
飛
ぶ
タ
ネ
の

模
型
（
名
称
：
ロ
ケ
ッ
ト

リ
ー
フ
）
」
の
開
発
に
協

力
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
活

用
し
、
森
林
文
化
を
伝
え
、

緑
化
運
動
や
間
伐
材
利
用

促
進
の
啓
蒙
を
通
じ
て
地

域
振
興
等
に
も
寄
与
で
き

る
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
同
時
に
作
成
し
、
普
及
に
努
め
て
い
ま

す
。

最
後
に

今
年
度
の
赤
谷
セ
ン
タ
ー
の
ふ
れ
あ
い

業
務
に
は
、
延
べ
１
４
５
７
人
（
12
月
末

現
在
）
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
新
た
な
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し

な
が
ら
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
を

伝
え
、
「
知
っ
て
、
学
ん
で
、
体
験
」
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
作
成
・
提
供
し
て

行
き
ま
す
。

職
員
一
同
！
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
申
し
上
げ
ま
す
。
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私
が
勤
務
す
る
秩
父
森
林
事
務
所
は
、

埼
玉
県
秩
父
市
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
秩

父
市
と
言
え
ば
例
年
日
本
三
大
曳
山
祭
の

「
秩
父
夜
祭
」
が
12
月
３
日
に
行
わ
れ
、

先
月
も
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

管
轄
す
る
国
有
林
は
そ
の
秩
父
市
の
一

部
と
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
と
き
が
わ
町
、

毛
呂
山
町
の
国
有
林
も
管
轄
し
て
い
ま
す
。

秩
父
市
内
の
国
有
林
は
、
東
京
都
最
北

端
付
近
の
酉
谷
山
と
接
す
る
県
都
境
付
近

に
あ
り
、
首
都
圏
の
水
源
で
あ
る
荒
川
の

源
流
域
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に

緑
の
ダ
ム
と
し
て
の
機
能
を
重
視
し
た
山

作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
質
は
我
が
国

で
最
も
古
い
「
秩
父
古
生
層
」
で
各
種
基

岩
や
化
石
等
も
多
く
、
地
質
研
究
の
宝
庫

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
京
都
側
か
ら

一
歩
秩
父
市
側
に
入
る
と
、
急
峻
で
森
林

と
い
う
よ
り
は
崖
と
い
う
感
じ
で
、
新
緑

や
紅
葉
は
素
晴
ら
し
い
で
す
が
、
歩
道
等

の
修
理
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
所

が
多
く
、
事
業
が
制
約
さ
れ
る
現
状
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
シ
カ
や
ク
マ
な
ど
に
よ
り
、

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
皮
剥
ぎ
や
食
害
な

ど
の
被
害
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
影
響
に
よ

り
木
が
枯
れ
て
し
ま
い
、
表
土
の
流
失
な

ど
が
起
き
始
め
て
い
ま
す
。
植
え
た
ば
か

り
の
時
に
は
周
り
を
柵
で
囲
っ
た
り
、
１

本
１
本
に
網
な
ど
を
か
ぶ
せ
る
な
ど
し
て

い
ま
す
が
、
昨
年
２
月
の
観
測
史
上
最
大

の
積
雪
に
よ
り
柵
が
倒
さ
れ
る
な
ど
、
完

全
な
対
策
は
な
く
、
コ
ス
ト
も
か
か
る
こ

と
か
ら
、
試
験
等
を
行
い
な
が
ら
よ
り
良

い
対
策
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
成
長
し
た
木
に
つ
い
て
も
、
来

年
度
よ
り
皮
剥
ぎ
防
止
対
策
を
行
っ
て
い

く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
き
が
わ
町
と
毛
呂
山
町
の
国
有
林
に

つ
い
て
は
、
神
社
仏
閣
や
住
宅
に
近
い
所

も
多
い
こ
と
か
ら
、
境
界
の
管
理
や
倒
木

等
の
被
害
が
な
い
か
な
ど
の
巡
視
を
重
点

に
行
っ
て
お
り
、
市
街
地
に
近
く
比
較
的

傾
斜
が
緩
い
立
地
条
件
を
生
か
し
、
「
森

と
人
の
会
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
活
動

や
、
な
か
な
か
森
林
に
ふ
れ
あ
う
機
会
が

少
な
い
近
く
の
小
学
生
を
対
象
に
森
林
教

室
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

趣
の
異
な
る
国
有
林
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
そ
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
森
づ

く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（７）平成２７年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１３０号

浦山国有林の紅葉

日本三大曳山祭「秩父夜祭」

シカ被害の状況

（赤く見えるのが被害木）

急峻な地形（中川国有林）

シカにより剥皮されたヒノキ

浦山国有林の新緑

「森と人の会」と作業地の事前調査



伊豆半島・天城山系の最南端に位置する

長九郎山（ 995.7m）は、ブナを主体とする

落葉広葉樹にモミ・ツガ等の針葉樹が混生

する天然林で、伊豆半島のブナ林としては

最も南に位置する植物分布上貴重な森です。

見晴らしのいい日であれば、天城連山の

ほか北側には富士山や南アルプス、南側に

は伊豆七島を望むことができます。

頂上までのルートは、交通手段によって

異なります。

電車を利用してお越しの方は、松崎町池

代から登るコースが一般的です。

お車でのお越しの方は、富貴野山宝蔵院ま

で車で行き、そこから遊歩道を登るコースが

あり、高低差が少なく比較的楽に登ることが

できます。

天城山系の主脈から分かれ南へ走る支脈の

稜線地帯は「長九郎自然観察休養林」に指定

されていて、５～６月のシャクナゲの時期に

は、多くの人々が訪れています。

なかでも、６月頃に白い可憐な花を咲かせ

るアマギアマチャは、その葉を噛んだときに

感じるほのかな甘みが特徴で「天城」の地名

の由来になったともいわれ、自然観察会でも

印象に残りやすい植物です。

また、山頂付近を中心に約千本が自生しているアマギシャクナゲは、標高 800m～ 1400mの

温帯から冷温帯に自生する植物で、長九郎山は自生での南限とされています。

この植物は、尾根沿いの乾燥・日陰地に自生しているため、浅根が地面に非常に長く発

達しているのが特徴で、踏み込みに弱いので、

お越しの際は、登山道からはみ

出さないようにして、先人から

引き継いだ大切な自然を次世代

に引き継いでいきましょう。

（伊豆森林管理署

広報広聴連絡官 澤井良一）

平成２７年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１３０号（８）

■ 伊豆森林管理署 http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/izu/index.html
〒410-2401 静岡県伊豆市牧之郷546-5

ＴＥＬ:0558-74-2522（代表） FAX:0558-72-5553

ちょうくろうさん

アマギシャクナゲ

頂上の展望台から富士山を望む
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